
 

 

 

 

 

  
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

☆「えんぜる編集員」募集のお願い☆ 

子育て世代の編集委員を募集しております。どなたか、ご協力いただける方がおりましたら 

教育委員会生涯学習室担当の加藤・青木まで、ご連絡ください。（電話：25-3188）  

日 月 火 水 木 金 土 

 １  
 

 

２  
 

 

３ 
 

憲法記念日 

４ 

 
みどりの日 

５ 
 

こどもの日 

６ 
 

 

７ 
 
 

８  
 

 
９  

 
えんぜる編集会議 

 
１１：００～ 

10 
 
 

ひよこクラブ 

11  
 

12  
 

13 
 

14 
 

15  
 

16  
 

つどいの広場 
 

お楽しみ会 

17 
 
 

18  
「すくすく」 

10:10～11:50 

町民センター会議室 1・2 

19  
  

 

20 

絵本の会はらっぱ 

11:00～11:30 

対象者：どなたでも 

21 22  
  
 

23  
リサイクルの日 

10:00～11:15

町民センター 

24 
 
 
ひよこクラブ 

25  
乳幼児相談 

(フリー) 

13:00～14:30 

26  
 

27 
 

28 

 

29  
 

30   31 
 

 

 
 つどいの広場  ⇒ 子どもセンターで、毎週：月・火・木・金の 9:30～11:30 事前予約不要、詳細は：℡25-4415まで 
児  童  館 ⇒ 毎（火）（水）（木）10：00～11：50開放  詳細は：℡２５－７５７５まで 
ひよこクラブ  ⇒ 詳細はつどいの広場と児童館に掲示してあるポスターをご覧下さい。問い合わせは：℡25-4415 まで  

いつでも どこでも だれでも なにからでも 足寄町の生涯学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

足寄町教育委員会ホームページ【www.town.ashoro.hokkaido.jp】 

 

第３００号（カラー版特別号） 
令和５年  ５月 １日 

足寄町教育委員会 

℡  0156-25-3188 
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 「えんぜる」は足寄町の子育てを頑張っているお父さん・お母さんを応援し続けて、なんと！

今月で 300 号を迎えます。そこで、創刊からのあゆみや、今まで携わった方から頂いたお祝い

メッセージ、令和４年度の編集委員のコメントをご紹介いたします。 

 

☆「えんぜる」のあゆみ☆ 

 「我が子に心身ともに健やかに成長して欲しい」と願う親の想いを受け止め、1998 年７月号

より当時の生涯学習アドバイザー１名で始めました。B4版の２ページで構成していました。2003年４月からA3

版の 4ページに拡充させ、11月に「すくすく」に参加していたお母さん５名がボランティアとして編集局員となり

ます。12月号（67号）より編集局員が中心となり編集されるようになり、紙面が大幅に子育て中の親のニーズに

応えられる内容になりました。現在 300号まで途切れずに続いています。 

 

☆創刊当時担当していた元生涯学習アドバイザー保井信幸さんのコメント（100号記念紙より抜粋）☆ 

 表題の「えんぜる」は少しキザな話かと思いますが、教師であった頃のこどもへの実感をそのまま使わせてもら

ったものです。まして幼児期の子はまさに“天使”そのものだと思います。・・・（略）・・・テーブルを囲んであれこれ

意見を寄せ合っているお母さん方の生き生きした表情が目に浮かびます。 

 

☆2003年のリニューアル時から約 4年間携わった、初代編集局員 C.Yさんより☆ 

 “300 号おめでとうございます！！” 当時は、長女の体が弱く、自分自身も子育てに悩む

事がありました。同じように頑張っているお母さん達と一緒に参加する事で、自分の成長に

もつながると思ったのがきっかけで編集局員になりました。アドバイザーの定村さんとお母さ

ん５人で新たにスタートした「えんぜる」が現在まで続いている事を嬉しく思います。当時お

腹にいた次女は今年足寄高校を卒業し巣立っていきました。感慨深いです。 

 

☆2005年頃から５～6年間携わってきたＹ．Ｔさんより☆ 

 “300号おめでとうございます。” 息子が5、6歳の頃、近所に友達もいなかったので、ひよこクラブを通じてマ

マ友ができ、えんぜるの編集委員になった事で、子育てについて色んな意見交換ができて良かったです。えんぜ

るで、自分の想いを聞いてもらえる場に参加できるんだ。と感じていました。私たちが残してきた物を今まで続

けてきて頂いた事に感謝します。ありがとう！これからも、迷えるママ達にえんぜるを届け続けて下さい。 

 

☆2010年から約 12年間携わってきた T．Aさんより☆ 

 “300号おめでとうございます！” 初めての赤ちゃんを抱えて、見ず知らずの町に越してきて、途

方に暮れていたところ、当時のアドバイザーの先生が勧めてくださって参加したのがきっかけです。

自分のように、小さな子どもを連れて移住してきたお母さんたちに役立つ情報を届けられたら…と

思い活動してきました。「えんぜる」は、ローカルな子育て情報を楽しく収集できる一方で、（微力な

がら）誰かの役にも立てていると感じられる素敵な活動でした。お母さんたちの手作りの情報誌が

これからも続きますように。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんの天使達が、健やかに成長することを願ってこれからも編集しますので、読んでくれた親子の笑

顔のきっかけになれば幸いです。 

 

 【おまけ】 特集を組むにあたって過去のえんぜるに目を通すと、こんな情報がありまし

た。「お父さんの育児日記」「お母さんのタブー」「世界の子育て事情・離乳食」「子育て今・

昔」などなど。令和の今読んでも面白い、へぇ～！という内容ばかりでした。今の私たちも

負けずに楽しい内容を届けられているかな？ また頑張る気持ちが湧いてきました✐ こ

の春、転出などにより編集委員が 3 名減ってしまいましたので、一緒にえんぜるを作ってく

れる方を大・大・大募集しています。通常は毎月第一火曜日に町民センターに集まってワイワイ編集会議を行っ

ています。興味のある方はぜひ覗いてみて下さい！ 

令和 4年度の編集委員（一名欠席） このメンバーで色んな子育て情報をお届けして来ました♪ 



 

『それしか ないわけ ないでしょう』 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

著者：ヨシタケシンスケ 出版社：白泉社 

 この本は「大人になったときに未来に待っているのは大変なことばかり」 

というお兄ちゃんの言葉に、不安になった妹がおばあちゃんに相談するとこ 

ろから始まります。 

この『それしか ないわけ ないでしょう』のセリフは、おばあちゃんがそ 

の時返した言葉です。本当にその通りですよね！未来がどうかなるなんて、 

誰にもわからないですよね。この本を読むと、いかに自分が普段の生活で固 

定観念に囚われて生きてきたな、と感じます。 

何事も、もっと柔軟に、気楽に考えられたらなぁと思います。特に子育て 

をしていると、こうあるべき観念を子どもに押し付けてしまっている自分がいました。 

 ユーモア溢れるセンスで笑いどころ満載な本です。是非、手に取ってみてはいかがでしょう？ 

それしかないわけないでしょう、いい言葉だなぁ〜！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編

集

後

記 
 

い
つ
も
、『
え
ん
ぜ
る
』
を
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
月
号
で
「
子
育
て
支
援
情
報
紙
え
ん
ぜ
る
」
３

０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
う

れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
二
十
五
年
前
に

『
え
ん
ぜ
る
』
第
１
号
が
発
刊
さ
れ
、
先
輩
編
集
委

員
の
お
母
さ
ん
方
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
が
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

え
ん
ぜ
る
編
集
委
員
は
、
毎
月
の
初
め
に
集
ま
っ

て
編
集
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
月
号
の
『
え
ん

ぜ
る
』
発
行
の
た
め
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。
チ
ェ

ッ
ク
の
後
は
再
来
月
の
編
集
会
議
記
事
の
話
し
合

い
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
各
担
当
者
を
決
め
て
、
締

切
日
ま
で
に
取
材
し
た
こ
と
や
調
べ
た
こ
と
を
原

稿
に
し
て
提
出
し
て
い
ま
す
。 

現
在
六
人
の
編
集
委
員
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
編
集
委
員
を
募
集
し
て
い
る
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
や
、
や
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
一
緒

に
初
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
こ
で
質
問
で
す
！
３
０
０
号
の
『
え
ん
ぜ
る
』

に
い
つ
も
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
お
気
づ
き

に
な
り
ま
し
た
か
？
実
は
、
最
近
の
寝
て
い
た
「
え

ん
ぜ
る
ち
ゃ
ん
」
が
、
起
き
て
い
た
ん
で
す
よ
。
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
楽
し
ん
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
へ
お
役
に
立
て
ら

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
編
集
委
員
一
同
頑
張
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。「
子
育
て
支
援
情
報
紙
え
ん

ぜ
る
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
  

 
 

（
編
集
委
員 

Ｓ
・
Ｙ
） 

第３００号  え  ん  ぜ  る     令和５年 ５月 １日発行 

 

 

『Ｔｏｄａｙ』 
訳：伊藤比呂美     画：下田昌克  出版社：福音館書店 

2013年出版当初にこの本を手にしたとき、なんとも言えないじーんと 

あたたかなものを自分のハートに感じました。 

作者不明の短い詩。育児に奮闘している最中であればあるほど、心当た 

る描写。「でもこう考えれば、いいんじゃない？」と、展開していく後半 

の文章を何度も何度も読んだ記憶があります。 

育児中はできてないことばかり数えがちですが、できていることも必ず 

ある。尊い命を育ててる今日を過ごせたんだな、わたし！と思える１冊。 

すべてのお母さんに贈る詩です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


